
本社／〒386-1192 長野県上田市小泉81
TEL 0268-28-0555　FAX 0268-28-0559

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

S010J1-58E-172

① 証券会社の口座に記録された株式

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先

単元未満株式の買取・買増請求
届出住所・姓名などのご変更
配当金の受領方法・振込先の
ご変更

口座を開設されている証券会社

郵送物の発送と返戻に
関するご照会
支払期間経過後の配当金に
関するご照会
株式事務に関する一般的な
お問い合わせ

株
主
名
簿

管
理
人

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
TEL 0120-232-711

（フリーダイヤル）

　株式に関するお手続きは、① 証券会社の口座に記録されている場合と、
② 特別口座に記録されている場合で異なりますので、下記のお問い合わ
せ先にお申し出ください。

株式に関するお手続きについて

② 特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先

単元未満株式の買取・買増請求
特別口座から証券口座への
振替請求
届出住所・姓名などのご変更
配当金の受領方法・振込先の
ご変更

特
別
口
座
の

口
座
管
理
機
関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
TEL 0120-232-711

（フリーダイヤル）郵送物の発送と返戻に関する
ご照会
支払期間経過後の配当金に
関するご照会
株式事務に関する一般的な
お問い合わせ

株
主
名
簿

管
理
人

株主メモ
事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎年2月

期末配当金受領
株主確定日

毎年12月31日
（中間配当金を支払う場合は、毎年6月30日）

単元株式数 100株

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

お問い合わせ先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-232-711（フリーダイヤル）

公告方法 日本経済新聞
なお、貸借対照表および損益計算書を当社のホーム
ページ（http://www.hioki.co.jp/ir/index.php）に
掲載しておりますので、ご参照ください。

上場市場 東京証券取引所第一部（証券コード　6866）

　支払期間経過後の配当金のお受け取り方法に関するお問い合わせは、
右記のお問い合わせ先にお申し出ください。まだお受け取りいただいてい
ない配当金につきましては、支払開始日から3年以内であれば配当金をお
支払いいたします。

配当金のお支払いについて

　当社の株式は1単元が100株となっており、単元未満株式（1～99株）
については、市場での売買はできませんが、当社に対して買取請求（売却）
または100株（1単元）となるよう買増請求（購入）をすることができます。
お手続きの方法および用紙のご請求は右記のお問い合わせ先にお申し出く
ださい。

単元未満株式の買取・買増請求について

株主の皆様へ
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証券コード：6866
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代表取締役社長
2015年8月

町
ま ち だ

田　正
ま さ の ぶ

信

　当中間期は、国内景気の回復に支えられ、当社の主
要市場である自動車、電子部品、新エネルギー分野に
おける電気計測器への設備投資が好調に推移しました。
また、各分野に向けて投入した新製品が高い評価をい
ただいており、売上高に寄与しました。海外において
は、ギリシャ問題など不安定な要素はありながらも、
円安基調の継続や、販売子会社を中心として推進して
いる販路拡大等の取り組みにより、昨年を上回る売上
高となりました。
　この結果、当中間期は当初計画を上回る実績を上げ
ることができました。通期につきましても、修正計画
達成に向け、全社一丸となって取り組んでまいります。
　なお、当中間期の配当につきましては、1株当たり
15円とさせていただきました。

　当社グループの主要顧客であります自動車および電

子部品メーカーの国内における設備投資は、円安の流

れの中で引き続き拡大傾向にあります。これにともな

い、当社グループの国内売上高は好調に推移し、前年

同期と比較して14.2％増加しました。

　一方、海外市場においても、アジアおよびヨーロッ

パを中心に販売子会社の販路拡大、代理店網の強化を

進めた結果、円安の追い風もあり好調に推移し、前年

同期と比較して24.7％増加しました。

　新製品開発においては、当期発売予定の39機種の

新製品のうち、6月までに9機種を発売しております。

残る新製品についても、7月以降順次市場に投入して

まいります。また、5月には研究棟（HIOKIイノベー

ションセンター）が稼働しました。技術者が同一階層

To Our Shareholders
株主の皆様へ

ごあいさつ

2015年第2四半期の業績について

Financial Highlights
決算ハイライト

本中間報告書に記載の金額および株式数は、表示単位未満は切捨て、比率は四捨五入により表示しております。

● 売上高

第60期
2011年

第61期
2012年

第62期
2013年

8,259
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7,885

15,069

7,146

第63期
2014年

8,233

14,332

第64期
2015年

9,778

17,086

第2四半期 通期 （単位：百万円）

● 経常利益

第60期
2011年

第61期
2012年

第62期
2013年

1,067

1,942

935
1,186

406

826
1,026

第63期
2014年

2,007

1,351

第64期
2015年

第2四半期 通期 （単位：百万円）

● 当期純利益

第60期
2011年

第61期
2012年

第62期
2013年

771

1,358

618
711

260

499
673

第63期
2014年

1,348

984

第64期
2015年

第2四半期 通期 （単位：百万円）

　さて、当社は今期創業80周年を迎え、この5月に稼
働を開始したHIOKIイノベーションセンターの竣工記
念を兼ねた式典およびイノベーションフェアを本社で
開催いたしました。当日ご来場の皆様はじめ、長年当
社を支えてくださった株主の皆様ほか、すべてのス
テークホルダーの皆様に、改めて深く感謝申しあげます。
　これまで計測器をとおして、産業の進歩発展、そし
て豊かな社会づくりに少しでも貢献してこられたこと
が私どもの大きな誇りであります。この80周年を一
つの節目として、計測器の命であるセンシング技術を
さらに磨きあげるとともに、社員一人ひとりがお客様
に向き合うことで今まで以上に喜んでいただける商
品・サービスを創出してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご
支援を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

のフラットな空間に集結し、商品開発をスタートさせ

ています。導入しました最新鋭の実験研究設備を活用

し、オンリーワン商品の創出を進めていきます。

　生産面においては、引き続きリードタイムの短縮お

よび生産の平準化に取り組み、業界ナンバーワン品質

への到達、顧客が要求する納期遵守への取り組みを加

速していきます。

　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、

売上高が97億78百万円（前年同期比18.8％増）にな

りました。また、営業利益は13億12百万円（同

29.5％増）、経常利益は13億51百万円（同31.7％増）、

四半期純利益は9億84百万円（同46.1％増）になり

ました。

　株主の皆様には、平素より格別のご支援、
ご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　2015年12月期中間報告書をお届けするに
あたり、一言ごあいさつ申しあげます。
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記念植樹
　5月23日（土）に、社員による80周年記念植樹を行ないました。今回は、2013年
に完成した当社の新駐車場の外周（約1,400㎡）に、29種の樹種、7,300本の苗木を
植樹しました。当日は、社員、社員の家族、OB・OG、当社が支援する少年野球 

「上田南リーグ」の球児たちなど、約700名が参加しました。
　今回植樹された7,300本の苗木は、これから互いに競争、共生しながら、新たな
HIOKIの森として成長していくことでしょう。

おかげさまで創業80周年
各種記念事業を実施いたしました
　HIOKIはおかげさまで本年、創業80周年を迎えることができま
した。日ごろお世話になっている皆様に感謝の意を込め、さまざ
まな記念事業を実施してまいりましたので、ご紹介いたします。

HIOKIイノベーションセンター本格稼働
お客様の期待に応える商品創出をめざします
＜HIOKIイノベーションセンターの特長＞
ワンプレートのワークプレイス
　400人規模まで収容可能な108m×35mのフロアに全技術者約250名が集結しまし
た。このフロアで技術者同士の自然な交流を増やし豊かな発想を促進することで、高
度でユニークな新商品開発を可能にする研究開発環境にしています。

実験研究設備の充実
　お客様のニーズにお応えする計測器をグローバルに提供するために、世
界最高水準の実験設備を導入しました。電波暗室のほか、クリーンルーム、
信頼性試験センター、落下試験装置、振動試験装置などが設置されています。

環境に配慮した設計
　屋根には太陽光発電パネルを設置したほか、自然採光を効果的に取り入
れた構造にしています。また、風力自然換気窓、クールヒートトレンチに
よる地中熱空調システムを採用し、機械空調だけに頼らないさまざまな工
夫を施しています。

　4月16日（木）、創業80周年およびHIOKIイノベーションセンター竣工を記念し、
式典および感謝パーティを開催しました。
　式典には長野県知事の阿部守一様、一般社団法人長野県経営者協会会長で株式会社
八十二銀行代表取締役会長の山浦愛幸様をはじめとする来賓のご臨席を賜り、ご祝辞
をいただきました。HIOKIを代表して社長の町田から「この長野県上田の地から世界
に向けて、HIOKIでしか成し得ない新技術の創出、そして新製品の開発を強く推し進
めてまいります。当社の企業理念である『人間性の尊重』と『社会への貢献』のもと、
これからも活気あふれる企業として、社会に貢献すべく社業に邁進していく所存でご
ざいます」とあいさつがありました。
　その後、会場を移し、感謝パーティを開催し、ご来場の皆様と懇親を深めました。

記念式典・感謝パーティ

　4月16日（木）、17日（金）の両日、HIOKIイノベーションフェア2015を本社工場
で開催しました。展示会と新技術セミナーで構成された同フェアでは、創業以来培っ
てきた計測技術とそれに基づく当社製品を紹介しました。2日間で1,600人を超える皆
様にご来場いただきました。来場者の皆様には、当社が進める今後の技術開発の方向
性をご理解いただけたのと同時に、今後のHIOKIに大きな期待を持っていただくこと
ができました。

HIOKIイノベーションフェア

　外国市場に対して、多くの外国代理店の皆様のご支援、ご協力をいただきながら、
販売拡大に努めてまいりました。80周年記念式典・HIOKIイノベーションフェアに合
わせて、外国代理店の皆様をお招きし、さまざまな行事を開催しました。太鼓芸能集
団「鼓童」の演奏会、社長・専務による経営方針説明会、懇親会などを行ないました。
これら行事を通して、これまでのご支援に感謝の意をお伝えすると同時に、当社経営
方針を改めてご理解いただくことにより、さらなるグローバル化に向けた販売促進の
環境が整いました。

外国代理店様を招いての各種行事

▲電波暗室 ▲クリーンルーム

▲フロアの様子

創業80周年を迎えて

80周年記念行事の様子
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会社概要 取締役および監査役

商号 日置電機株式会社
英文商号 HIOKI E. E. CORPORATION
創業 1935年（昭和10年）6月
設立 1952年（昭和27年）1月
商標

資本金 32億9,946万円
社員数 771名（2015年6月30日現在、HIOKIグループ全体）
事業内容 電気計測器の開発、生産、販売・サービス
本社・工場 長野県上田市小泉81
連結子会社 日置フォレストプラザ㈱

HIOKI USA CORPORATION
日置（上海）商貿有限公司
HIOKI INDIA PRIVATE LIMITED
HIOKI SINGAPORE PTE. LTD.
HIOKI KOREA CO., LTD.

代表取締役社長 町田　正信

取締役 細谷　和俊

取締役 岡沢　尊宏

取締役 巣山　芳計

取締役 中神　靖雄

取締役 中谷　朔三

常勤監査役 田口　公明

常勤監査役 竹内　繁弘

監査役 小川　直樹

監査役 弓場　法

※中神靖雄および中谷朔三の両氏は社外取締役です。
※小川直樹および弓場法の両氏は社外監査役です。

Corporate Profile / Stock Information
会社概要/株式の状況（2015年6月30日現在）

株式の状況
発行可能株式総数 40,514,000株
発行済株式の総数 14,024,365株
株主数 16,775名

株主優待制度のご案内

お問い合わせ窓口 当社　広報課 ir@hioki.co.jp0268-28-0555

　当社では、毎年6月30日現在の株主名簿に記載された1単元（100株）以上保有の株
主の皆様に、「信州りんご」を12月上旬にお送りする株主優待制度を実施しております。
確実にお届けするために、住所を変更された場合は、裏表紙に記載の「株式に関するお
手続きについて」をご覧のうえ、住所の変更手続きをお願いいたします。
　また、優待品は複数の配送会社によってお送りしています（2014年は日本郵便とヤ
マト運輸）。優待品が確実に届くよう、お引っ越しの際には、複数の配送会社に転送届
をお出しいただければ幸いです。よろしくお願い申しあげます。

前連結会計年度（2014.12.31 現在） 当第2四半期連結累計期間（2015.6.30 現在）

資産合計
22,693

負債・純資産合計
22,693

流動資産
9,886 固定負債

772

流動負債
2,077

固定資産
12,807

純資産
19,843

資産合計
23,252

負債・純資産合計
23,252

流動資産
11,333 固定負債

515

流動負債
3,367

負債合計　3,882

株主資本
19,013
その他の包括
利益累計額
318
少数株主持分
38

固定資産
11,919

純資産
19,369

負債合計　2,850
株主資本
19,381
その他の包括
利益累計額
417
少数株主持分
43

四半期連結貸借対照表の概要� （単位：百万円）

当第2四半期連結累計期間（2015.1.1から2015.6.30まで）

現金及び
現金同等物の
期首残高
5,489

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,089 投資活動による
キャッシュ・フロー

△2,664

財務活動による
キャッシュ・フロー

△272

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
3,654

現金及び
現金同等物に係る

換算差額
13

四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要� （単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間（2014.1.1から2014.6.30まで） 当第2四半期連結累計期間（2015.1.1から2015.6.30まで）

売上高
9,778

売上総利益
4,138

売上高
8,233

売上総利益
3,349

営業利益
1,013

経常利益
1,026

四半期純利益
673

営業利益
1,312

経常利益
1,351

四半期純利益
984

売上原価
5,639

販売費及び
一般管理費

2,825

特別利益　 　　0
特別損失　 　　8
法人税等　　354
少数株主利益　 5

売上原価
4,883

販売費及び
一般管理費

2,335

特別利益　 　　0
特別損失　 　　8
法人税等　　343
少数株主利益　 1

営業外収益
71

営業外費用
58

営業外収益
88

営業外費用
49

四半期連結損益計算書の概要� （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements
連結財務情報
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